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－開会－  

 事務局より、議題及び配付資料について説明  

 傍聴人について「地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１

条の４第６項の規定」により、原則公開となることを説明。  

 

－あいさつ－  

 

総合教育会議につきましては、市長が主宰することとなっており

ます。これからの進行につきましては、市長に行っていただきたい

と思いますので、よろしくお願いします。 

 

それでは、次第に沿って進行してまいります。議題「（１）第３

期ふじみ野市教育振興基本計画（案）について」、まず市長部局よ

り、教育大綱の説明をいたします。その後第３期ふじみ野市教育振

興基本計画（案）について、教育委員会から説明をお願いします。 

 

－資料１に基づき説明－ 

－資料２に基づき説明－ 

 

それでは、ただいま説明のありました、ふじみ野市教育大綱及び

第３期ふじみ野市教育振興基本計画（案）について、皆様からご意

見、あるいはご質問等あればお願いします。 

 

第３期の教育振興基本計画においては、児童生徒数が令和１２年

度には現在より１０００人以上減少するという推計がなされていま

す。そのため、人数の減少による統合も見据えながらの６年間にな

るのではないかと思いますが、意見として、ぜひ市長はじめ教育委

員会の方々には、今後もふじみ野市の子どもたちが、夢や希望を持

って教育を受けられるよう、様々な配慮をお願いしたいと思いま

す。 

 

ご意見として頂戴いたします。子どもたちが夢や希望をもって教

育を受けられるようにするためには、市長部局と教育委員会両方

が、継続的に事業を展開していかなければいけないと思ってます。



 

 

 

 

西山委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

𠮷野委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

茂井委員  

 

 

 

 

 

 

 

事業の展開においては、ふじみ野市教育大綱あるいは教育振興基本

計画に基づき、子どもたちにとって、より適切な環境を維持してい

くことが大切だと思っております。  

 

 教育振興基本計画の方針が、市長が進めている子ども優先のまち

づくりや、市民主体で誰もが暮らしやすいまちづくりといった面と

合致していると感じました。ただ、やはり新型コロナウイルス感染

症の影響で、人と人との繋がりが薄いという点が、少しずつ回復し

つつありますが未だ懸念としてあると思います。この懸念は学校現

場においても、先生や保護者の関わりといった点でひしひしと感じ

ていまして、さらにこの状態が進んでいくと、さまざまな問題を引

き起こしかねないと思っています。この教育振興基本計画に沿って

進めていくことができれば、人との繋がりの回復も含め様々な問題

が解決できると思いますので、さらに推し進めていただきたいと思

います。  

 

国や県の方針に沿った計画策定のなか、ふじみ野市として良い方

向性を明示した教育振興基本計画になっていると感じました。特に

基本方針１の施策３に掲げている小中９年間の連続性を重視した教

育という点に表れていると思います。また、施策２の不登校児童生

徒への対応という点においては、市長部局である子育て支援課とう

まく連携を図りながら進められれば、関連施設あるいは医療機関と

の連携も図れるかと思いますので、その点も進めていただきたいと

思います。 

 もう１点方向性として、「多様」という言葉が多く出てきてお

り、近年ではリカレント教育やＡＩの活用など学びの多様化が見ら

れます。義務教育が終わって大人になっても学び続けていくという

社会教育の方向性も、計画に記載せずともどこかで提示したり、実

施を検討したりするとよいのではないかと思います。 

  

多様な教育という点が言われている中で、近年ではＧＩＧＡスク

ール構想やタブレットの導入などＩＣＴ化も進んでいます。最近の

子どもたちの中には、うまく字の読み書きができない子どもたちも

おり、紙のテストでは成績が反映されず、タブレットで実施すれば

成績が上がるという子どもたちが増えています。このような子ども

たちに対してどのような教育方法を取り入れていくのかが大きな課

題だと思いますので、市として意欲的に取り組んでいただけたらと

思います。  
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また、いじめの問題や、先生方の抱える保護者対応・ＰＴＡ対応

という問題については、まさに地域が協働して取り組んでいけたら

いいのではないかと思っています。地域全体で様々な人たちが関わ

り合いながら、子どもたちが豊かに満たされる市の教育づくりを進

めていっていただけたらと思います。  

 加えて、市内中学校の成績が県の中でも高く、小学校から中学校

にかけて伸びしろがあるというのは素晴らしいことだと思っていま

す。この点もこれまでの施策が良い状況で進んできている結果だと

思いますので、今あるものも大事にしながら、今後の取組に対して

市長からも支えていただけたらと思います。  

 

先生方の働き方改革という点については、社会問題でもあると感

じています。このことは、技術革新が進む中で、社会も教育も時代

による移り変わりに対応できていないことが要因ではないかと思い

ます。ただ、様々な人たちが一緒になって教育していくということ

は、いつの時代も変わらないこととして大切にしていかなければな

らないと常々感じています。国としても考えていただきたいです

が、我々は現場を第一としながら、教育長を初め教育委員の皆様の

お力をお借りし、ふじみ野市流の教育を、今の国の教育の中でどれ

だけ発揮できるか、それを提示していただいたのが今回の教育振興

基本計画だと思います。  

 それでは、教育長から最後に一言お願いいたします。  

 

４名の委員の皆さんからお話いただき、これからの５年、１０年

先を見据えて、教育の分野だけではなく、市長も交え、まち全体と

して取り組まなければなりませんので、今後とも教育に関するご支

援をお願いしたいと思っております。 

 

それではこの教育振興基本計画の原案にて、パブリック・コメン

トとして進めていただきたいと思います  

続きまして、議題「（２）その他」です。委員の皆さまから何か

ございますか。  

 なければ、私のほうから１点お話させていただきます。先ほど冨

田教育長職務代理者からもお話がございましたが、本日が冨田教育

長職務代理者の任期中最後の総合教育会議となります。平成２４年

から、教育委員に就任をいただき、平成２７年度の初めての総合教

育会議から長きにわたりまして、ご尽力いただきましてありがとう

ございました。今後ともいろいろご支援・ご意見等ございましたら
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お寄せをいただければと思いますので、よろしくお願いします。  

 

ありがとうございました。  

 

 

 

第２回総合教育会議ですが、令和７年３月に実施したいと考えて

おります。  

議題についてはこれで終了とさせていただき、進行を事務局へ戻

します。  

 

以上を持ちまして、令和６年度第１回総合教育会議を終了しま

す。皆様ありがとうございました。  

 


